
第１

議案第５３号 令和４年度南あわじ市一般会計補正予算（第４号）

議案第５５号 南あわじ市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

議案第５６号 南あわじ市職員の互助共済制度に関する条例の一部を改正する条
例制定について

議案第５８号 淡路広域行政事務組合規約の変更について

第２

議案第５４号 令和４年度南あわじ市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第５７号 南あわじ市手数料条例の一部を改正する条例制定について

議案第５９号 衛生センター解体工事請負変更契約の締結について

議案第６０号 （普）堀岸川護岸整備工事（第２期）請負変更契約の締結につい
て

議案第６１号 灘黒岩水仙郷施設整備工事請負契約の締結について

第３ 発 議 第 １ 号 議案第６１号「灘黒岩水仙郷施設整備工事請負契約の締結につい
て」に対する附帯決議について

第４

認 定 第 １ 号 令和３年度南あわじ市一般会計決算の認定について

認 定 第 ２ 号 令和３年度南あわじ市国民健康保険特別会計決算の認定について

認 定 第 ３ 号 令和３年度南あわじ市後期高齢者医療特別会計決算の認定につい
て

認 定 第 ４ 号 令和３年度南あわじ市介護保険特別会計決算の認定について

認 定 第 ５ 号 令和３年度南あわじ市土地開発事業特別会計決算の認定について

認 定 第 ６ 号 令和３年度南あわじ市産業廃棄物最終処分事業特別会計決算の認
定について

認 定 第 ７ 号 令和３年度南あわじ市国民宿舎事業特別会計決算の認定について

認 定 第 ８ 号 令和３年度南あわじ市広田財産区特別会計決算の認定について

認 定 第 ９ 号 令和３年度南あわじ市福良財産区特別会計決算の認定について

認定第１０号 令和３年度南あわじ市北阿万財産区特別会計決算の認定について

認定第１号～認定第１２号（１２件一括上程）

第１１３回南あわじ市議会定例会議事日程（第７号）

令和４年９月２９日（木）午前１０時開議

議案第５３号、議案第５５号、議案第５６号、議案第５８号（４件一括上程）

議案第５４号、議案第５７号、議案第５９号～議案第６１号（５件一括上程）



認定第１１号 令和３年度南あわじ市沼島財産区特別会計決算の認定について

認定第１２号 令和３年度南あわじ市下水道事業会計決算の認定について

第５ 請 願 第 １ 号 日本国政府に核兵器禁止条約への署名、批准を求める請願

第６ 発 委 第 ４ 号 日本国政府が核兵器禁止条約に直ちに署名、批准し、唯一の被爆
国として核兵器全面禁止、廃絶責務を果たすことを求める意見書
について

第７

第８

議員派遣の申し出

議会運営委員会、常任委員会の閉会中の継続調査の申し出



南あわじ市議会議長　笞　ロ　 博　ま、　様

令和 ４年 ９１ ２６日

総務力こ教常任委員会委員長　廣　内　孝

条　員　会　審　を　報　き　書
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本委員会にけ託の奉翳は、 審圭の結果、 下記のと おり 決定 したので、会議規ｍ第 １０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 香倚 件　　　　　　　　佑 結　果

議案 第５ ３号

徴案 第５ ５発

議案 第５ ６倚

議案 第５ ８倚

令和 ４年度南あわ じ市一般会計補ｉＥ予算（第４ そ）

南あわじ市職員の育児イ本業等に関する条例の一部を改ｍす
る条殞鼈定について

南あわじ市職員の互助共済制度に回する条例の一部を改ＴＥＥ
する 条例制定について

淡路巴城行政事務組合規めの変ぞについて

荐案 可決

罌、案可決

原案 可決

原案 可決
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南あわじ市議会議長　笞　口　 博　つこ　様

令加 ４年 ９Ｊ１　２　７日

７……７７７……Ｔ　Ｊ　Ｔ乃
．－ ＝－ ９　 ｜｜

鞣ｔ厚生常ｔＥま員会委員長　え　■　も　津　予☆ レノ

ｙヶ…－ Ｉ　 Ｉ． ｊｌ……Ｉくじゾ ＩＪ Ｔ］ 、゛
．‾ ‾こ　 ．＿．Ｊ

委　員　会　審　ま　報　き　書

本娶貝会にイ才託の事イ牛は、 畜生の結果、 下Ｅのと おり 決定したので、会議縦ｍ第 １０８
条の規ちこよ り報告します。

記

議案 番硲 件　　　　　　　　佑 結　果

議案 第５ ４号

議案 第５ ７発

議案 第５ ９倚

議案 第６ ０昜

議案 第６ １号

令和 ４年度南あわ じ市国民ぜ康保険特５３１」会計補ｊＥ予算 （第
１号）

南あわじ市手数料条鴨の一部を改ｉＥする条例制定について

衛生センター解体工事請負変更契約の締結について

（普）堀岸Ｊ ＩＩ 護岸整備工事 （第 ２期）請負変更契約の締結
につ いて

灘黒岩水イＵ』郷施鼈整備工事請負契めの締結について

・

原案 可決

原案 可決

否　決

Ｗ案 ‾罵決

Ｊ京 案丿丁決



発議第　１　号

南あわじ市議会議長　 笞　口　 博　 ウこ　　様

令加 ４年 ９ヂ１２９日

丶

提胝希南あわ ｔユ 市議会議員二Ｖシエ． べＧノへ、／

賛ぜ 南あわ乙市議色気戮犬 シシケ伺

議案第６ １号 「灘鳬岩水仙郷施設ま備工事請負契約

の締結について」 に対する 附帯決議について

上Ｒの議案を、別紙のとお り会議規ｍ第 １３ 条第 １項の規定により をｍ します。



議案第６ １そ 「灘ＪＭ岩水仙郷施裂ｔ備工事請負契勸の締結について」

に対する 附帯決議

灘黒岩水仙郷 は、 南あ わじ市に とっ て貴まな観光資ｔであ り、 き朽化

していた施鼈を解体撤宍して新 しく を備する こと はｊＲ・な施策である。

ついては、崔まの∃χ営等 をよ り良いも のにする ため にも 、施鼈の管‾ｔ

運営体制 など の方針を ｊ４！急 に決定す ると とも に、 市民 に４ して整備構想

のを体像を莖来るだけＪ４！期 に獸ちかにするこ とを要隻する。

ぶ上、決議す る。

令和 ４年 ９ナｊ２ ９日

南あ わじ市議会



提ぶの理Ｅｈ

日本水仙が自生する灘黒岩水心郷は、南あわ じ市を代表する貴重蝠岌光資源であ る。 その

拠か、と なる施鼈が莞朽化 し新 しく を備する こと は、 が元のみならず南あわ じ市 とし ても重

要な施策 とな る。

また 、市長の 目指すサ ソセ バス チャ ン構想に も欠 かせ ない 要素 を持 って おり 、将来の ミ営

をも 視野に入れた施設にすべき ものであ り、 南あわじ市南部地域の発展の起爆剤 にな るも

のと 考え る。

よっ て、 総額 １１ 億円 と亙る資金役人の効ｔが十黛発揮できる もの とす るた めに施設の

慨ミミ営体制などの方針を早℡に決定す ると とも に、 市民に対 してを備構ｔを范来る だけ

早期に明 らかにす るこ とを要望する。



南あわじ市議会議長　き　 ロ　 博　ｊＣ　様

令社］４ 年９ １１ ６日

ＴＴＴＴへ
…… ；グ Ｊ：．ｋ。＿．Ｉ丶

決算審ま特別委員会委員長　廣　内　孝

委　員　会　審　を　報　告　書

本委員会に付託の事件は、
の規定により 報告します。
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畜をの結束下記の とお り宍定したか ら、 会議規覧第１ ０８条

記

議案 番昜 件　　　　　　　　竡 結　果

を定 第１号

售定 第２号

認ｔ 第３そ

認定 第４そ

認定 第５号

縦定 第６そ

認定 第７号

認ｔ 第８倚

認定 第９号

令ね ３年度南あわ じ市一般会牡決算の認定について

燉皋］３ 年ま南あわじ市を恂胤康ィ宋険特Ｓ Ｉ」 会牡決算の認定に
ついて

令和 ３年度南あわ じ市後鶚１高齢者医療特別会社決算の懾定
につ いて

令和 ３年度南あわ じ市介護保険特別会計決算のニ灸定につい
て

令手口３ 年度南あ わじ市土他聞を事業特別会敖決算の認定に
ついて、

令和 ３年度南あわ じ市え業廃棄物最終鳬分事業特ＳＩ」会計決
算の認定について

個和 ３年度南あわ じ市日Ｒ富合本業特Ｓ Ｉ」 会牡決算の認定に
ついて

令手口３ 年度南あわじ市巴日ヨ財嵬区特ＳＩ」会計決算の認定につ
いて

令和 ３年度南あわ じ市福良詰亙区特別会計決算の認定につ
いて

詰　定

詰　定

售　定

詰　定

簒　定

簒　定

詰　定

詰　定

詰　定



議 案 番 号 件 名 結 果

認定第１０号 令和３年度南あわじ市北阿万財産区特別会計決算の認定に
ついて

認 定

認定第１１号 令和３年度南あわじ市沼島財産区特別会計決算の認定につ
いて

認 定

認定第１２号 令和３年度南あわじ市下水道事業会計決算の認定について 認 定



南あわじ市議会議長　谷　 口　 博　ズ　様

令和 ４年 ９ｊ ２６日

総務ズ教常任委員会委員長　廣　鸚　孝

請　願　審　を　報　き 書
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本委員会 にイ才託の請願を審をの結ｊＲ、下Ｊの とお り決定したの で、 会議規ｌｌｌ」第 １３ ８条
第１ 項の規定によ り報告します。

記

請願 番号 件　　　　　　　　　名 結　果

請翳 第１号 日木鵈政府に核叺器禁止条めへの署名、 批准を求 める 請願 採　択



Ｒ委第４号

南あわじ市議会議を　篆　ロ　 博　ズ　様

令手口４ 年９ Ｊ１ ２　９日

提莖者

総務大赦常任委員会委員長　廣　内　孝

日本国政府が核兵器禁止条約に直ち に署４！ｉ、

批准し、 唯一の被爆国として核Ｊ４器を面禁止、

廃絶責務を果たすこと を求める意見書について

Ｖ］ゲム ……］谷ご：工］ｉｌ
し二土止

上２の議案を、ＳＩ」紙の とお りＪ奥方自治ま第 Ｊ０ ９条第６ ＪミＥＩＲび会議規ｍ第１ ３条

第２ 項の規ｔによ りをｉしますｏ



日本国政府が核兵器禁止条約に直ちに署名、 

批准し、唯一の被爆国として核兵器全面禁止、 

廃絶責務を果たすことを求める意見書 

 

 

広島と長崎にアメリカが原爆を投下してから72年を経た2017

年７月７日、歴史的な核兵器禁止条約が採択されている。同年９

月20日には同条約への署名、批准、参加が開始され、2021年１月

22日に発効しました。世界では現在86ヵ国が署名、66ヵ国が批准

し、本年７月、ウィーンで第１回締約国会議が開かれた。 

核兵器禁止条約では、核兵器は「破滅的な結末をもたらす非人

道的な兵器」であり、「国連憲章、国際法、国際人道法、国際人

権法に反するものである」と断罪して、「悪の烙印」が押され、

開発、生産、実験、製造、取得、保有、貯蔵、使用とその威嚇に

至るまで、核兵器に関わるあらゆる活動を禁止している。同時に

被爆者や核実験被害者への援助を行う責任も明記している。こ

の条約は、被爆者とともに私たち日本国民が長年にわたり熟望

してきた核兵器完全廃絶につながる画期的なものである。いま

ほどこの核兵器禁止条約の規範力を強化し、核兵器の使用を防

ぐことが強く求められているときはない。 

ロシアのプーチン大統領は、ウクライナへの軍事侵略に合わ

せて、「ロシアは世界で最も強力な核保有国の一つである。我が

国を攻撃すれば壊滅し、悲惨な結果になる」と核兵器による威嚇

を行った。これは、核兵器の使用、威嚇を禁じた核兵器禁止条約

に明確に違反するものである。世界が核戦争への危機に直面し

ている今こそ、広島、長崎の原爆被害を体験した日本の政府は

「核兵器を使ってはならない、全面禁止を」の世論を高める先頭



に立つときである。そのあかしとして、日本国政府が核兵器禁止

条約に参加、署名、批准することを強く求める。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年９月29日 

 

兵庫県南あわじ市議会議長 谷 口 博 文  



意 見 書 提 出 先 

 

 

衆議院議長  細 田 博 之 様 

          〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

参議院議長  尾 辻 秀 久 様 

        〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

内閣総理大臣  岸 田 文 雄 様 

〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 

 

総 務 大 臣  寺 田   稔 様 

〒100-8926 東京都千代田区霞が関2-1-2 

 中央合同庁舎第2号館 

 

外 務 大 臣  林   芳 正 様 

〒100-8919 東京都千代田区霞が関2-2-1 

 

 



提出の理由 

 

 2017 年７月７日、核兵器禁止条約が採択され、現在 86 ヵ国が署名、66 ヵ国

が批准し、本年７月、ウィーンで第１回締約国会議が開かれました。核兵器禁止

条約では、核兵器は「破滅的な結末をもたらす非人道的な兵器」であり、「国連

憲章、国際法、国際人道法、国際人権法に反するものである」と断罪し、核兵器

に関わるあらゆる活動を禁止している。同時に被爆者や核実験被害者への援助

を行う責任も明記している。 

 この条約は、被爆者とともに私たち日本国民が長年にわたり熟望してきた核

兵器完全廃絶につながる画期的なものである。 

 よって、国において早急に核兵器禁止条約に参加、署名、批准していただきた

く意見書を関係機関に提出するものです。 



　次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６２条の規定により

議員を派遣する。

1 ワンともキャンプ場オープン式典

(1) 式典

(2)

(3)

(4) 議長、産業厚生常任委員長

2 南あわじ市戦没者追悼式

(1) 追悼式

(2)

(3)

(4) 全議員

3 総務文教常任委員会視察研修

(1) 目的及び派遣場所

「清和文楽館（道の駅 清和文楽邑）」 熊本県上益城郡山都町

「離島留学（地島）」 福岡県宗像市

「小中一貫コミュニティ・スクール」 〃

「コミュニティバス」 福岡県朝倉市

「H29豪雨災害からの復興」 〃

(3) ～

(4) 議長、総務文教常任委員

4 全国市議会議長会研究フォーラムｉｎ長野

(1) フォーラム

(2)

(3) ～

(4) 正副議長

5 東播・淡路市議会議長会正副議長研修会

(1) 研修会

(2)

(3)

(4) 正副議長派遣議員

目 的

派遣場所 ホクト文化ホール

期 間 令和 4年 10月 19日

令和 4年 10月 13日

期 間 令和 4年 10月 19日 令和 4年 10月 20日

派遣議員

期 間 令和 4年 10月 11日

派遣議員

目 的

派遣場所 ホクト文化ホール

議 員 派 遣 申 出 書

令和４年９月２９日 定 例 会

目 的

派遣場所 ワンともキャンプ場

期 間 令 和 4 年 10 月 9 日

派遣議員

期 間 令 和 4 年 10 月 1 日

派遣議員

目 的

派遣場所 文化体育館



6 議会運営委員会視察研修

(1) 目的及び派遣場所

「議会ＩＣＴの取組について」 茨城県取手市

「議会のＩＣＴ化・議会改革について」 埼玉県飯能市

「議会運営、議会改革の取組について」 群馬県桐生市

「『議会改革度調査』住民参画の取組について」 〃

(2) ～

(3) 議長、議会運営委員

期 間 令和 4年 10月 24日 令和 4年 10月 26日

派遣議員



南あわじ市議会

議長　谷　 口　 博　ズ　様

令和 ４年 ９ｊ ２９日

議会ミ営委員会

委員長　 長　船

鶚会 中の 継続 調査 中范書

口

本委員会は、 所掌事務のう ち次の事件について、 閉会中の継続調まをＷする

もの と決定したの で、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉます。

１ 事　　件

１

２

３

記

議会ＩＥ営に 関する事項

議兔の会議規只Ｉ』、 委ｎ会に関する条例等に関する事瑕

議長の諮問に関す る事項

２。 期　　限

次回定例会迄
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四回 －Ｊ －　 ・．－Ｊ



南あわじ市議会

議長　谷　 口　 博　 ズ　様

令加 ４年 ９Ｊ１　２　９　日

総務ウこ教常任委員会

委員長　 廣　 内　孝

閉会 中の 継続 調査 申出書

ＴＴ ＝几
＝－
Ｊ－

－‾’Ｉ ．’ ＿Ｉ Ｉ　 ｜｀｜
．， Ｉ・ ｜－ －，；

止

本委員会は、 所管事務のう ち次の事件につい て、 Ｍ会 中の継続調をを‾藐する

もの と決ｔし たの で、 、会議規覧第’１ ０９ 条の規定によ り申 しｉ ます。

１

記

事　　件

（１ ）市の総合的企画、調整について

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財蒐の維４や管ＪＩ と財源の確４来について

（４ ）情報化の推まについて

（５ ）離島振Ｒが策について

（６ ）ｍ際交流‾ｋＵヽ友駱市ＩＩｒｆの調をについて

（７ ）人権施策について

（８ ）ｉ肖防 ・防Ｘが策の推まについて

（９ ）教育の 万た 実、 ｊＣイ匕 ・ス ポー ツの揺ＩＲと 関４奈施Ｒのを備につ いて

（１０） 青夕年の９を育ぼについて

（１ １） ｔ挙管ｊミま員会、ｍ戮、 固定資ま評価審ｔ委員兔に 関すること

２。 期　　限

次回定例会迄



南あわじ市議会

議長　さ　 口　 博　文　様

令和 ４年 ９Ｊ１　２　９　日

ｔ業厚圭常任委員会

委員長　北　条 二千
レレ］

現傴 中の 継続 調ま 申芭書

本委員会 は、 所管‾略務の うち 次の事件について 、閉会中 の継続調ｔをダする

もの と決定し たの で、 会議規ＵＩ』 第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉ ますｏ

１

記

事　　件

（１ ）税の賦戮徴牡について

（２ ）生活環境の整備推進について

（３ ）福祉対策について

（４ ）介護保険と 高齢化社会対策について

（５ ）医療体鸚と健康づく りの推まについて

（６ ）商工業八び観光の振興について

（７ ）農業振興の推迄について

（８ ）水産振興の推進について

（９ ）都市整備事業の推進について

（１ ０） 下水道事業の推進について

（１ １） 農業委員会に 関す ること

２。 期　　ｍ

次回定例会迄



南あわじ市議会

議長　笞　口　 博　文　様

１ 事

（１

（２

（３

（４

（５

令和 ４年 ９１ ２９日

議会ｔ報広聴常任委員会

委員長　吉　 ｍ　良

閉会 中の 継続 調ま 申ヒ書

記

件

議会ぷ報誌に関する事項

議会報告会に関する事項

議会ホームページに関する事項

議会ライ ブ配信、 録画Ｅ信に関する事項

その他議会ま報ぷ聴活動に関する事項

２。 期　　限

次回定例会迄
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本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したの で、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉ ます。


